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み
な
さ
ん
の
声
を
市
政
に
届
け
ま
す 

『
国
保
料
の
引
き
下
げ
を
！
』 

『
子
育
て
・
教
育
に
も
っ
と
力
を
！
』 

『
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
の
充
実
を
！
』 

来
年
度
予
算
編
成
に
向
け
願
い
実
現
に
奮
闘 

 
 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
治
の
分
野
に
目
を
向

け
る
と
１
４
日
ま
で
会
期
を
延
長
し
た
国
会
で
、
年
金
引
き
下
げ
の
新
た
な

ル
ー
ル
を
持
ち
込
む
年
金
カ
ッ
ト
法
案
、
国
民
生
活
に
重
大
な
影
響
を
お
よ

ぼ
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
な
ど
安
倍
政
権
は
、
国
民
多
数
が
反
対
す
る
悪
法
を
、

「
数
の
力
」
で
の
ゴ
リ
押
し
を
進
め
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
こ
の
暴
走
政
治
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
運
動
と
合
わ
せ
、

身
近
な
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
、
５
人
の
議
員
団
が
力
合
わ
せ
引
き
続
く

議
会
論
戦
で
も
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

以
下
、
今
回
の
議
会
審
議
の
内
容
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

新
た
な
「
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」
の
制
定
、 

「
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 
 

「
健
康
づ
く
り
推
進
条
例
（
案
）」
は
、「
す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
健
や
か
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
健
康
長
寿
の
地
域
社
会
の
実
現
に
向

け
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
こ
と
を
前
文
に
謳
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
路
上
喫
煙
禁
止
地
区
を
設
け
る
こ
と
な
ど
が
条
文
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
条
例
を
つ
く
る
こ
と
は
賛
成
で
す
が
、
喫
煙
問
題
だ
け
で
な
く
、
安
心

し
て
出
産
の
で
き
る
産
院
の
誘
致
や
ア
ル
コ
ー
ル
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
へ

の
取
り
組
み
等
、
健
康
問
題
に
関
し
て
幅
広
い
施
策
を
求
め
ま
し
た
。 

「
環
境
の
保
全
及
び
創
造
に
関
す
る
条
例
」
の
改
正
案
で
は
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
の
項
目
が
加
え
ら
れ
、
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
等
を
禁
止
す
る

「
環
境
美
化
推
進
地
区
」
を
指
定
す
る
項
目
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
こ

で
も
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
へ
の
補
助
事
業
な
ど
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
推

進
す
る
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
具
体
的
な
施
策
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

臨
時
福
祉
給
付
金
・
・
・
来
年
度
は
１
万
５
千
円 

 

２
年
前
か
ら
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
さ
せ
る
目
的

（
軽
減
税
率
の
代
替
措
置
）
で
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
来
年

度
分
と
し
て
国
庫
補
助
金
の
歳
入
が
組
ま
れ
、
年
度
を
ま
た
い
で
実
施
の
た

め
一
般
会
計
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

◇
対
象
者
… 

２
０
１
６
年
度
（
平
成
２
８
年
度
）
非
課
税
世
帯
の
方
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

課
税
さ
れ
て
い
る
人
に
生
活
の
面
倒
を
見
て
も
ら

っ
て
い
る
人
は
除
く
。 

 
 

◇
申
請
期
間
…
２
０
１
７
年
（
平
成
２
９
年
）
４
月
１
０
日
か
ら
１
０
月

１
０
日
ま
で
。
市
が
対
象
者
と
し
て
把
握
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
３
月
末
ま
で
に
市
役
所
か
ら
申
請

書
類
が
届
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間

内
に
２
０
１
６
年
度
分
の
修
正
申
告
等
で
非
課
税

に
な
ら
れ
た
方
は
申
請
す
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。 

12 月 1 日の午後、摂津社会保障推進協議会から 

国保改悪につながる「府内統一化」に反対し、   

国保料の引き下げと減免制度の拡充を求める請願書 

が、署名用紙とともに提出されました。 

安藤薫議員、山崎雅数議員、弘豊議員の３議員が紹介議員となりま

した。12 月 16日の議会運営委員会にて、本請願書の取り扱いに 

ついて協議することになります。 

 

市
立
学
校
の
業
務 

民
間
委
託
の
拡
大
に
反
対
！ 

 

千
里
丘
小
給
食
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託 

 

第
二
中
、
鳥
飼
西
小
、
摂
津
小
、
学
校
校
務
員
の
民
間
委
託 

  

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
保
障
し
、
安
心
し
て
学
校
生
活
を
お
く
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
は
行
政
の
責
任
で
す
。
し
か
し
、
摂

津
市
で
は
、
人
件
費
な
ど
コ
ス
ト
削
減
を
目
的
に
４
つ
の
小
学
校
で
給
食

調
理
業
務
を
民
間
企
業
に
委
託
し
て
い
ま
す
。 

 

今
議
会
で
は
、
来
年
度
か
ら
さ
ら
に
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委
託
校
を

１
校
増
や
す
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
学
校
校
務
員
の
仕
事
に
民
間
委
託
を

導
入
す
る
た
め
の
債
務
負
担
行
為
（
複
数
年
に
わ
た
る
予
算
枠
の
確
保
）

が
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

給
食
調
理
業
務
も
学
校
校
務
員
業
務
も
学
校
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
大

切
な
仕
事
で
す
。
確
か
な
技
術
に
加
え
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
、
学
校
、
保

護
者
、
地
域
と
の
連
携
を
は
か
る
こ
と
が
重
要
で
、
本
来
な
ら
ば
、
市
が
直

接
お
こ
な
う
べ
き
も
の
で
す
。
民
間
企
業
に
委
託
す
る
こ
と
は
大
き
な
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。 

 

と
く
に
、
給
食
調
理
で
は
、
栄
養
教
諭
が 

１
０
小
学
校
で
４
人
し
か
配
置
さ
れ
て
い
な 

い
現
状
で
、
衛
生
管
理
や
増
加
す
る
ア
レ
ル 

ギ
ー
対
応
な
ど
業
務
の
責
任
は
重
大
で
す
。 

不
安
定
・
低
賃
金
に
よ
る
従
事
者
の
経
験
・ 

技
術
不
足
、
短
期
間
契
約
、
労
働
法
上
の
制
約
、 

経
営
不
振
な
ど
が
食
の
安
全
を
脅
か
す
事
態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

学
校
と
一
体
的
に
児
童
生
徒
の
安
全
安
心
に
責
任
を
負
う
た
め
に
は
、

市
直
営
で
お
こ
な
う
べ
き
で
、
民
間
委
託
に
は
反
対
で
す
。 

 

↪ 裏面に続く・・・ 

 

http://settsu.jcp-web.net/wp/wp-content/uploads/2016/12/rotated.pdf
http://settsu.jcp-web.net/wp/wp-content/uploads/2016/12/rotated.pdf
http://3.bp.blogspot.com/-1ITEbNQJVEM/Uvy58pHLrqI/AAAAAAAAdss/MCeVGhgQKNI/s800/syouhizei_shinpai.png
http://www.irasutoya.com/2014/12/blog-post_63.html

